
 

質疑回答書 

           令和３年６月１０日  

          

 

契約番号 ２０２１０００５４５ 

件  名 令和３年度 伊賀市水道施設整備事業  

一般国道３６８号線道路改良に伴う配水管支障移転工事 

  

質  疑 回  答 

１ 国道部の仮復旧が３層となってお

ります。夏季の施工であり、17時

までに開放となりますと、午後か

ら仮復旧の施工をしなければなり

ません。よって、標準作業量（管

路、仮復旧共）での施工は不可能

でありますが、交通誘導員の増員、

労務補正及び工期延長について、

発注者の考えを明示願います。 

 

２ 舗装復旧が３層での施工となって

いますが、道路非供用部での施工

と考えてよろしいのでしょうか。 

供用部での施工であれば気温が

20～30度の時、工事完了後交通開

放するには約 1～2 時間必要であ

る。開放の待ち時間により 1 日当

たりの施工量が標準より少なくな

りますので交通誘導員および労務

費の補正が必要であると考えられ

る。また、1 層での仮復旧を行い

別日に 3 層による仮復旧への変更

又は別の方法があれば明示下さ

い。 

１ 国道部の施工については、規制内で

考えており、即日開放でないことか

ら、交通誘導員の増員及び工期延長

は考えておりません。但し、三重県

との協議で施工方法及び施工時期

が変更となった場合は、双方協議の

上、変更協議を行います。 

 

 

 

２ 国道部の施工については、規制内で

考えております。但し、三重県との

協議で施工方法が変更となった場

合は、双方協議の上、変更協議を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 伊賀市土砂等の埋立て等による土

壌汚染及び災害の発生の防止に関

する条例及び三重県土砂等の埋立

て等の規制に関する条例により市

場では土砂処分が有償となってお

ります。発注者として、土砂処分

についての考えを明示願います。 

 

４ 施工箇所が国道 368号の幹線道路

であり、時間制約を著しく受けま

す。補正割増しについて、発注者

としての考えを明示願います。 

 

５ 管路掘削幅が 0.55ｍとなっており

ますが、バックホウ(0.28 ㎥)のバ

ケット幅が約 0.7ｍとなっており、

掘削できません。狭小バケットで

の施工となりますと、0.13㎥程度

の土量である為、サイクルタイム

が著しく減少します。 

  掘削幅の変更又は、掘削機械のバ

ケット容量に合った施工機械への

変更は可能でありますか。また、

変更が不可である場合は根拠を明

示願います。 

 

６ 本工事においては日々連続して行

う工事である為、再掘削は必要で

あると思われるが、設計図書に計

上がありません。発注者の考えを

明示願います。 

  

 

 

 

 

３ 残土については、工事間流用として

考えていますが、流用先が未定であ

るため、処理費については計上して

おりません。処分地及び処理条件等

については、契約後に双方協議の

上、変更協議を行います。 

 

 

４ 工事費積算参考資料のとおり交通

量を考慮し補正割増を計上してお

ります。 

 

 

５ 管路開削工事における掘削機種に

ついては、現場条件による施工性・

経済性を総合して判断し選定して

いるものであり掘削幅に応じて施

工機械を選定していないため、機械

の仕様変更は考えておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 再掘削については、受注者によって

施工方法に、ばらつきが見受けられ

るため、計上しておりません。契約

後に双方協議の上、設計基準どおり

の再掘削幅が必要と認められた場

合は変更協議を行います。 

 

 

 

 



※この回答に対する質問は受付できません。 

７ 水道実務必携では交通誘導警備の

配置人数についての記載が無い事

項には他の積算基準を使用するこ

とと定められている。国土交通省

土木積算基準では交通誘導員の配

置は休憩・休憩時間については割

増係数による人員の算出ではな

く、それらの時間の要員も交通誘

導整理員の人数に含めて計上する

とありますが発注者が規定してい

る割増による積算基準であれば変

更の対象となりますが発注者はど

のように考えているか明示願いま

す。また、三重県公共工事共通仕

様書では国道 368号は指定路線と

なり交通誘導員Aを配置しなけれ

ばならないが設計では交通誘導員

B となっている為、なぜ指定して

いないのか発注者の考えを明示願

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 特記仕様書に記載のとおり交通誘

導員の人数は、概算数量で計上して

いるため、工事着手前に配置計画等

（交通誘導員 A・B人数、期間等）

を作成し、それを基に双方協議の

上、変更協議を行います。 


